
第３期第２回 横浜市市民協働推進委員会 資料７－１ 

 
平成29年度 横浜市市民活動支援センター事業の中間振り返りについて 

 

１ 趣旨 

横浜市では、市民等と行政の協働により市民公益活動が活発に行われる環境を整備し、市民等

の相互連携を促進するとともに様々な主体が公共を担う社会の形成に寄与することを目的として、

横浜市市民活動支援センター事業を実施しています。 

横浜市市民活動支援センター事業は、市民協働条例に基づく、本市との協働契約（補助金）に

より実施される自主事業部門と、本市との協働契約（委託）により実施される運営事業部門によ

り構成しています。両事業とも、団体のアイデア・創意工夫を生かした提案を募り、事業に反映

させるとともに、互いに連携・協力して事業を実施することで市民公益活動を活性化しています。 

今般、横浜市市民協働推進委員会市民活動支援センター事業部会において、事業実施団体の育

成や当該事業の推進につなげるため、団体自身が実施事業を振り返り、団体同士及び市民活動支

援センター事業部会委員との間で意見交換を行う中間振り返りを実施しましたので、報告します。 

 

２ 概要 

 (1) 開催日時 平成29年８月31日（木）９時45分から11時30分まで 

(2) 実施場所 横浜市市民活動支援センター４階 セミナールーム１ 

(3) 報告団体及び実施事業   

時間 事業分野／事業名称等 団体名等 

資料 

７－２ 

○横浜市市民活動支援センター自主事業部門（平成27年度～平成29年度） 

「カフェ型中間支援機能の創出・強化・普及」 
・事業の進捗状況、今後の課題等の説明（10分） 

・質疑応答（15分） 

横浜コミュニティ 

カフェネットワーク 

資料 

７－３ 

○横浜市市民活動支援センター自主事業部門（平成29年度～平成31年度） 

「地域の若手職員のキャリアを考え、みんなで育つネットワークづくり」 

・事業の進捗状況、今後の課題等の説明（10分） 

・質疑応答（15分） 

特定非営利活動法人 

アクションポート横浜 

資料 

７－４ 

○横浜市市民活動支援センター運営事業部門 

・事業の実施状況、今後の課題等の説明（20分） 

・質疑応答（20分） 

特定非営利活動法人 

市民セクターよこはま 

  

３ 横浜市市民協働推進委員会市民活動支援センター事業部会 名簿 

役職 氏名 所属等 

部会長 坂口  緑 明治学院大学 社会学部 教授 

専門委員 木下  勇 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

専門委員 鈴木やよい 特定非営利活動法人 横浜市民アクト 理事 

委員 田邊 裕子 社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会 地域活動部長 

専門委員 山根  誠 特定非営利活動法人 親がめ 理事長 

 （部会長を除き五十音順） 
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４ 今後の予定 

  平成 30 年３月開催予定の横浜市市民協働推進委員会において、特定非営利活動法人アクションポート横

浜の「地域の若手職員のキャリアを考え、みんなで育つネットワークづくり」と、運営事業の平成 29 年度

事業の検証に関する審議を行います。その際には、各事業実施団体から、平成 29年度事業報告及び平成 30

年度事業計画について、説明をしていただき、事業の継続について審議します。 

なお、29年度で終了する横浜コミュニティカフェネットワークの「カフェ型中間支援機能の創出・強化・普

及」については、3年間の事業終了後に検証に関する審議を行います。 
 

   

 



平成 29 年度 横浜市市民活動支援センター（自主事業）中間振り返り 
事業実施団体名 

横浜コミュニティカフェネットワーク

事業名 

横浜市市民活動支援センター自主事業部門（補助事業：平成27年度～平成29年度） 
【テーマ】中間支援組織の機能の充実 

「カフェ型中間支援機能の創出・強化・普及」

事業概要 

カフェが中間支援の役割を果たす意義や支援機能充実のために必要な要素、持つべき力量等を整理

し、カフェの現状や課題・ニーズを確かめ、「市内のコミュニティカフェが中間支援組織として力をつ

けるための支援」と「当ネットワークが個別カフェを支援する中間支援力の向上」の両方を目指す。

3 年目は、2 年間の成果を基に、小地域での中間支援機能の強化にコミュニティカフェが一定の役割

を果たすための体制づくり、ネットワークやコーディネートの力量を高めるために必要なこと等を模

索する。

事業進捗状況 

１.地域フォーラムの開催

 12 月～1 月頃に 5 か所で実施予定。伴走支援担当者と支援対象カフェが実施日時や報告内容を検

討している。 

２.公開フォーラムの開催

 1月頃実施予定。内容や開催場所について検討している。 

３.報告書・啓発冊子の作成

市内 50団体へのアンケート実施準備、報告書の内容について編集会議を定期的に開催。 

主な意見交換内容 

（委員）事業で対象としている、伴走会議をしている 5 団体と 22 団体が参加しているこのネットワー

クとの関係がよくわからない。

また、中間支援とは何と何の中間なのか教えていただきたい。

（横浜コミュニティカフェネットワーク）会員カフェ 22 団体を対象に 5 団体を選んでいるわけではな

い。最初の 2 団体は伴走してもらいたいというニーズを持っているところに、ある意味でモデル

的に伴走したらどうなるかというものだった。2 年目は公募をかけた。50 団体のうち、残りの 28
団体に対しても声をかけてフォーラムを行っているので、22 団体の中だけで動くものでもない。

啓発冊子などができたらもっと働きかけできると思うし、アンケート調査でそういった方々の声

も聴けるのではないかと考えている。

カフェ型の中間支援は、実際にカフェをやっているところの周りに多様な主体がいる。そういった

方たちのカフェの利用以外にも、いろいろなイベントをやったら関わりを持っていく中で結果的

に情報流用やコーディネートをしているというような、いろんな地域の主体をつないでいく役割
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を果たしていることがわかった。カフェはコーディネーターになりながら地域の様々な主体をつ

なぎつつ、地域を掘り起こしていく。相談やセミナー実施するケースもあれば、カフェの中にいな

がら仲介役を担うケースもある。場を持っているので、ボランティアをやりたい、市民活動をやり

たいという人たちのつなぎ役ができるのが特徴的なところだと思う。

（委員）伴走会議の支援者とは、具体的にはどんな人か。

（横浜コミュニティカフェネットワーク）ネットワークの中で中間支援的コミュニティカフェ役割を

果たしているカフェの人やネットワークの世話人である。もともと中間支援的サポートができる

力量がある人を想定していたが、それぞれが支援に入っていってどうアプローチしたらいいかを

相互にやりとりすることで支援者同士の力量の形成にもつながっている。あえて伴走支援を受け

ているカフェの代表者がサブ支援者として、他のカフェの支援に入ってもらうこともある。これま

でに NPO の支援を経験した者などが、実践経験の中から、有識者や学識者の人よりもかみくだい

てアドバイスしている。

（委員）50 団体のタイプ分けはできるか。 
（横浜コミュニティカフェネットワーク）立ち上がったプロセスもテーマも多様だが、類型はざっくり

とできる。住民参加型とテーマ型、どの視点で分けるかで分け方がかわる。開設当初とテーマが変わ

っていくこともある。集まってきた人がつながることでカフェでできることと課題とがかけ合わさ

ったときにカフェに付加機能が生まれる。インキュベーション的な新しい活動が始まっていく。

（委員）面白い取組で報告書を早く見たいという期待でいっぱいである。運営母体の分野別では、まち

の人が気軽に集える場として、いたるところに把握されていない、居場所づくりやカフェ的なものが

ある。それを運営主体や実態の分析など、多様性の分析をもう少しやっていただき、把握してくれた

ら嬉しい。

（横浜コミュニティカフェネットワーク）初年度にアドバイスをいただき、地域系団体に訪問調査をし

て、すみれカフェなど勉強になった。事業の中でなかなか踏み込みきれなったので、機会があればぜ

ひ行いたい。

（委員）3 年間でスピード感を持って目標通りに進めている事業展開の仕方に感銘を受けている。地域

フォーラムの目的はどういうところにおくのか。何が成功と考えるか。

（横浜コミュニティカフェネットワーク）コミュニティカフェ同士や、地域の団体、もしくは行政や市

民活動支援センターなどにコミュニティカフェの中間支援機能を理解してもらったり、場合によっ

ては応援してもらったり、仲間づくりをする基盤作りをする。コミュニティカフェに関心がある人だ

けで集まっても地域に根差していかなかったり、高い価値を持っているのに孤立してしまう財政的

な課題もあるので、地域全体が理解して交流できる場を作る。さらにコミュニティカフェが中間支援

組織として力を発揮していく方向性にしていくことなどである。
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平成 29 年度 横浜市市民活動支援センター（自主事業）中間振り返り 
事業実施団体名 

特定非営利活動法人 アクションポート横浜

テーマ・事業名

横浜市市民活動支援センター自主事業部門（補助事業：平成 29 年度～平成 31 年度） 
【テーマ】課題解決を通した中間支援組織の機能強化 

「地域の若手職員のキャリアを考え、みんなで育つネットワークづくり」

事業概要 

NPO の現場から去っていく若者が多く、組織や地域の担い手不足が予想される。また、中間支援組

織に求められる役割機能が変化している。このような状況で、若者が地域の NPO の今後を担う存在に

なるため、自ら課題解決の実践を重ねて成長できるネットワーク基盤を作り、働き方のロールモデルを

発信していく。

事業進捗状況 

前回の市民協働推進委員会後、各年度の事業の取組内容の見直しを行い、修正した事業計画

書により中間報告を行った。（添付資料は修正後の事業計画書。主な修正点は下線部分）。

29 年度は、中間支援組織に求められる役割の変化を踏まえた NPO の働き方に関するアンケ

ートとヒアリングによる若手職員の課題やニーズの把握及び課題共有のためのネットワーク

基盤づくりに取り組みます。

１ ネットワーク基盤づくり

交流会の実施（8/24 ８名参加） 
２ NPO の働き方アンケート・ヒアリング 
ヒアリング実施（8/15 、18）

主な意見交換内容 

（委員）次世代の担い手についてはみんなで考えなければいけない課題で、課題意識としては大切なこ

とである。一方で、若者当事者の声を集めただけでは事業にならないし、モデルもできない。今後、ど

のようにして事業を進めていくのか。

（アクションポート横浜）ヒアリングは始まったばかりで何が見えていくかまだわからないが、これま

では対象を NPO や中間支援組織に絞りすぎていたが、今後は対象を広くとっていき、ポイントとなる

キーワードが出てきたときにメンターに入ってもらいたいと思っている。メンターの人選はこれから

だが、NPO の視点を持っている人、また、企業の視点も持ったメンターに入ってもらい進めたい。 
（委員）課題としては大きなものであり、若者の声から社会が動き出すということもある。ただ、ヒア

リングが 5 件ということでは、どのように影響力のある声を捕まえるのか、また、どのように発信して

いくのかの戦略、作戦が見にくい。

一方で、説明の中で「サバイバルスキル」という言い方をしているが、成功例を見つけ、また、弱い

立場であるなら、どのようなスキルを身に着ければ若者が NPO で育つことができるといった、モデル
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を示していかないといけないのではないか。

（アクションポート横浜）NPO の若者にとって、何が成功なのかも難しい。さいたま市で話を聞いた

中では、若者が流出する中で、組織の改革などに取り組んでいる例がある。どういう生き方を考えてい

るのか、市内のみでなく、他都市の事例も参考にしたい。

（委員）具体的に、若者が定着しない、育ちにくいということの障壁は何だと考えるか。また、その障

壁をどのように取り払いながら発信していくのか。

（アクションポート横浜）まずは NPO での就労の障壁は、収入が低いことだが、それだけではないと

思っている。それが何かはこれからもっと出てくると思う。組織や人間関係のほかに、現在では NPO
がすでに組織としてあり、NPO の 2 代目、3 代目として組織内に入っていくと、自分がやりたいこと

と組織から求められるものが、重なっていることとそうではないことがあり、そのバランスではないか

と思う。自分のミッションと、組織の中で果たすべきスキルのバランスを考えた結果、辞めるだけが選

択ではないと思うが、組織から独立するなど関わり方を変える結果になっているのではないか。

女性の場合は、出産や育児などのライフスタイルの変化をきっかけに、より自分の求めている方向へ

いくのかもしれない。ある NPO の女性は、産休・育休を経ても同じ職場で働いているが、それは相談

できる環境があったからで、それがない人は離れていくことになっているのではないか。

働き方、生きづらさの問題は NPO に限ったことではないと思う。ただ、働きづらさ、生きづらさを

数値化するのは大変難しい。大手の調査には、働きづらいかどうかといった調査はあると思う。この事

業では、その数字の向こう側がわかることになればいいと思う。漠然としているものを可視化していく

必要はある。

（委員）3 年間でどこまでできるか考え、スピード感をもって事業を実施してほしい。特異なものを残

していってほしい。

（委員）ヒアリングするにしても、5～6 人では少ないのではないか。60 人くらい聞いたほうがいいの

では。

（アクションポート横浜）ヒアリングについて、客観性という点は認識している。

（委員）アクションポート横浜の特徴は、市内の若者とのネットワークを持っていること。それを生か

していってほしい。
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（第３号様式） 

事 業 計 画 書 
提案事業

名 

地域の若手職員のキャリアを考え、みんなで育つネットワークづくり 

（若手がつくる地域NPOの働き方のコンパス～次世代人材の元気が出るプロジェクト～） 

１

解
決
す
べ
き
課
題
と
そ
の
背
景

◆10年後に予想される市民活動の担い手不足。若手が育ちにくい現状。 

市内の認証法人数は1460団体を越え中間支援組織の在り方も多様になりました。しかし、今後10年先のことを考

えると、現在のNPO職員が高齢化することで組織や地域の担い手不足が予想され、これからの市民活動を担う若手

職員・関係者の育成が急務の課題となっています。この10年ほどでは若い人材が地域のNPOで働く選択肢はとても

多様化しましたが、一方で地域の現場から去っていく若者も多くいました。なぜそれらの若者は地域のNPOで働き

続けることができなかったのでしょうか。また、NPO 法制定から 20 年を迎えようとする今、「中間支援組織」に求

められる役割機能も変化していると考えられます。そうした状況下で、若手が地域のNPOの今後を担う存在になる

ために、若者目線で自ら課題解決の実践重ねて成長できるネットワーク基盤をつくり、働き方のロールモデルを発

信していく必要があります。

２
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の

団
体
の
状
況

◆若者及び企業との連携に特化した人材育成への取り組み。 

当団体では設立からこれまで NPO・企業・大学・行政等の多様なセクターの連携をテーマに事業を展開してきまし

た。横浜サンタプロジェクトでは100企業、NPOインターンシップでは10大学、20団体と連携し、学生含め毎年述

べ1500人の地域人材の育成をしております。 

◆若手人材が活躍する組織づくりのモデルを目指して 

設立8年が経過した2016年度には新理事として元学生スタッフの20代女性が理事に就任し、事務局スタッフも20

—30代のスタッフが中心になって運営に関わるなど、積極的な若手人材の活用を行なってきました。NPOの担い手の

高齢化が課題となる地域で若手人材が活躍できる組織モデルとなるよう仕組みづくりを進めております。 

◆人材育成を進める上で同世代の横の連携が少ないことが課題 

当団体では現に30代前半の事務局長が組織の中心として育ちましたが、一方でその次の核となる周辺の人材はまだ

育成されていないように思われます。今後も続く組織力を高めていくには、一人の職員に負担を負わせるのではな

く、多様な個性を持った人材が役割を得て活躍していける組織を目指していかなければならないと考えます。そう

考えた時、近年NPO向け研修も増えてきましたが、横のつながりが今も希薄であると課題に感じています。組織を

越えた連携があることで、職員のスキルアップやモチベーションの維持等、より効果的な人材育成の仕組みができ

るのではないかと考えます。

３

事
業
内
容

（事業実施地域）横浜市全域、一部市外 

（受益者、想定されるネットワークや連携協力団体とその役割） 

◇若手ネットワーク構成員：市内の20代～30代までの中間支援組織及び市民活動団体の職員

◇プログラム展開先：地域NPO、地域企業、大学生、高校生

（事業内容） 

20 代～30 代の若手 NPO スタッフが、地域の中で持続可能な働き方ができるような、高め合える

ネットワークづくりと、当事者である若手の声を集めたロールモデルを示します。そして、更に

その先の仲間となる新たな人材になる対象へ向けて、「NPOのキャリア」を発信して、若者たちが

「NPOで働くこと」と向き合える機会を増やします。 

課題１：次世代の担い手不足・・・ロールモデルBOOK／キャリアセミナー 

課題２：働き方の変化・・・・・・ネットワークづくり／スキルアップセミナー 

課題３：中間支援に求められる役割機能の変化・・・アンケート＆ヒアリング 

この書類は、横浜市市民協働条例第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 
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４

事
業
計
画

「①次世代の担い手不足」「②働き方の変化」「③中間支援に求められる役割機能の変化」という３つ

のポイントへの対策として、以下の実践を展開します。 

①次世代の担い手不足

・若手職員のためのロールモデルブック作製

この先NPOでのキャリアを考える若者が手にして参考にできるアウトプットを残すため、若手職員の理

想とする働き方ロールモデルブック(小冊子)を作製し発行します。ここでは、ヒアリングで明になっ

た若手職員のキャリア課題と、セミナーやフィールドワークの中で明らかになった若手職員のもつス

キルや可能性、そしてそれらを活かしていくための組織やコミュニティの在り方についてまとめます。 

・高校生大学生向け働き方セミナー開催

ロールモデルBOOKを教材に、10年後の若手職員候補となる高校生や大学生に向け、NPO若手職員を講師

としたキャリアセミナーを展開します。ここでは、学生たちが地域と接する機会をつくると共に、地

域のNPOで働く先輩との関係を構築することで、NPOの職業選択がより身近に捉えられるような働きか

けを行います。 

②働き方の変化

・キャリア課題を共有できる若手ネットワークの構築

若手職員の交流会や先輩職員や関係者を招いた交流会を実施して、若手職員のキャリア課題を共有し、

それらの課題を解決していくために必要な対策について議論します。この会は、主にネットワークの

構成員となる地域の若手NPO職員の発掘とネットワーク作りを図ると共に、若手職員のメンターとして

先輩職員や関係者(連携企業や団体)にも声がけをします。このように、若手職員だけではなく、周辺

の応援者・伴走者となる人材も含めたネットワーク基盤を構築することで、参加した若手職員が多様

な価値観と出会い、繰り返し実践を試みることで相互に成長していける環境の土台となります。 

・若手中間支援NPO 職員向けスキルアップセミナー

1年目で明らかになった課題に対して、若手職員が中間支援組織にとって必要な要素を身に付けるため 

のスキルアップセミナーを開催します。座学と実践を通して、若手職員とメンターや連携パートナー 

との関係性が強化されると共に、若手職員の実践力と経験に基づく自信が醸成され、若手人材が個人 

の目指すキャリアと組織や社会を担う存在として求められる能力の両立を目指します。 

③中間支援に求められる役割機能の変化

・NPO の働き方アンケート＆ヒアリング

市内又は市街のNPO に就業経験のある方を対象に、「キャリア観」「関わり続けるための条件」「中間支

援に必要なスキル」の観点からヒアリングをして、NPO で働き続ける関わり続けることの要因を考察

します。また、併せて就業経験のない学生、若手社会人に対しても「NPO で働くこと」のキャリア意

識をアンケート形式で集計します。この調査を通して、若手定着に関する団体の問題意識や、若手職

員の定着度とその要因について明になることを目指します。 

５
横
浜
市
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
を
担
う
他
の

団
体
と
の
協
力
・
連
携

市民活動支援センターと以下のような連携・協力をします。 

◆支援センター事業全体の共通のビジョンや各事業の目的を議論し共有します。

◆支援センターの各事業や自主事業団体と、必要に応じて連携し、団体間の交流と連携を進めます。

◆この事業で得たノウハウや実績を支援センターや利用団体と共有できるようにします。

◆支援センター及び関係する中間支援組織と連携した企画運営と組織所属の若手育成に貢献します。

※この頁は、事業提案時に、横浜市市民活動支援センター自主事業実施要綱第１号様式にて継続希望「あり」

とされた場合、又は前年度以前から提案を継続している団体のみ記入してください。 

この書類は、横浜市市民協働条例第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 
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６

具
体
的
な
事
業
内
容
、
期
待
さ
れ
る
効
果
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
団
体
の
姿
及
び
予
算
等

（
既
に
本
事
業
に
よ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
場
合
、
実
施
済
み
の
年
度
に
つ
い
て
は
事
業
結
果
及
び
決
算
を
記
入
）

H29年度 

（具体的な事業内容）NPO の働き方アンケート&ヒアリング／ﾈｯﾄﾜｰｸ基盤づくり

ロジック

・市内のNPO団体に若手職員就業実

態調査を行い、若手のキャリア課題

の本質について分析します。

アクション

・市内の20代～30代のNPO若手職員を

集めた交流会を実施して、NPOでのキャ

リア課題を共有します。

（1年目に期待される効果）

・若手職員がNPOでキャリアを重ねる上の課題が明らかになります。

・地域の若手職員がキャリア課題を共有できるネットワークが形成されます。 

（1年目に期待される事業終了後の中間支援組織としての団体の姿） 
・当事者である若手職員の声を集めることで、若手の抱える課題とニーズが明

らかになり、人材定着を目指すために必要な、個人の目標と組織の目標が設

定できるようになります。

（事業の総予算額） 2,202,800円 （横浜市補助金額） 1,800,000円

H30年度 

（具体的な事業内容）ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙ BOOK 製作／若手中間支援職員向けｽｷﾙｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

ロジック

・若手職員の声を集めたロールモデ

ルブック(小冊子)を作製します。

・取材や編集には学生もメンバーと

して、「当事者目線で語る」コンテ

ンツをつくります。

アクション

・1年目で明らかになった課題に対して、

若手職員向けのキャリアセミナーを

実施します。 

・参加職員はメンターの伴走の元で座学

と実践を通して求められるスキルを

身に付けます。

（2年目に期待される効果） 
・若手職員が目指す職業ロールモデルが明らかになります。

・若手職員が自らの目標に基づき、これからの中間支援に求められる要素を身

に付けるための研鑽の場が生まれます。

（2年目期待される事業終了後の中間支援組織としての団体の姿） 
・今後も展開できる、スキルアップセミナーのプログラム化が期待されます。 

・ロールモデルブックの発信を通して、対外的にもビジョンを発信します。

（事業の総予算額） 2,322,800円 （横浜市補助金額） 1,800,000円

H31年度 

（具体的な事業内容）高校・大学生向けキャリアセミナー

・「ロールモデルBOOK」を教材に、社会人として目標を設定して、その中でNPO 

に就職したり、プロボノ等の形で活動に関わる選択を知る機会となるセミナ

ーを実施します。 

（3年目に期待される効果） 
・NPO若手職員を中心に、この先もみんなで高め合う場ができます。

・10年後の若手職員となる人材へキャリアを伝える機会が増えます。 
（3年目期待される事業終了後の中間支援組織としての団体の姿） 
・高校生大学生生向けにキャリアを伝え、これまでアプローチできていなかっ

た幅広い層へ、若者の視点から働き関わる事の意義を伝えられます。 

・地域に対して、若手育成の課題と提案ができる存在になります。

（事業の総予算額） 2,231,800円 （横浜市補助金額） 1,800,000円

※この頁は、事業提案時に、横浜市市民活動支援センター自主事業実施要綱第１号様式にて継続希望「あり」と

された場合、又は前年度以前から提案を継続している団体のみ記入してください。 

この書類は、横浜市市民協働条例第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 
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（第４号様式） 

事 業 収 支 予 算 書 

【収入】  （単位：円） 

項  目 金  額 説  明 

横浜市市民活動支援センター事業 

補助金 

1,800,000円 

団体負担金 352,800円 

交流会参加費(食費代) 50,000円 2,500円×10名×2回 

合  計 2,202,800円 

【支出】 

項  目 金  額 説  明（使途、積算根拠等） 

人件費(事務局) 1,800,000円 20,000円×7.5人日×12ヶ月 

調査団体謝礼 45,000円 9,000円×5回 

メンター謝金 40,000円 10,000円×2人×2回 

ヒアリング交通費 30,000円 5回分 ※遠方出張見込 

交流会経費(会場費・講師謝金) 40,000円 20,000円×2回 

事務所賃貸料(支援センター内) 52,800円 4,400円×12ヶ月 

広報費(Web製作・ロゴデザイン等) 75,000円 

消耗品・通信費一式 20,000円 

実行委員会謝金 100,000円  5,000円×5人×4回 

合  計 2,202,800円 

＊申請する事業の収支予算を記入してください。 

この書類は、横浜市市民活動推進条例第12 条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 
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平成 29 年度 横浜市市民活動支援センター（運営事業）中間振り返り 
事業実施団体名 

特定非営利活動法人 市民セクターよこはま

事業概要 

市民公益活動に関する次の事業。

①相談事業 ②情報の提供・発信事業 ③市民活動マネジメント支援事業

④ネットワーク構築事業 ⑤各区の市民活動支援センター支援事業 ⑥共同オフィス事業

⑦施設管理事業 ⑧協働の推進 ⑨自主事業団体との連携および協力

事業進捗状況（詳細は、別添 団体発表資料参照） 

１ 相談事業 

・日常的な相談対応：240 件（７月末時点 前年同月並）

・専門相談（税理士による無料相談、資金調達おうえんチームによる相談等）の実施

２ 情報の共有・発信事業 

・animato 21 号「語り合いがつくる新しい 朝
あした

」発行（10,000 部） 
・チャンネル animato トライアル撮影など準備（９月～配信予定）

３ 市民活動マネジメント支援事業 

・よこはま NPO 会計塾 基本のキ！の開催（参加者のべ 83 名）

４ ネットワーク構築事業

・パートナーシップミーティングの開催【神奈川県との共催】

（平成 29 年８月７日 於：富士ゼロックスお客様価値創造センター 参加者 59 名）

・つながりのまちづくりフォーラム 2017 及び face to face 開催準備

５ 各区の市民活動支援センター支援事業 

・支援センター職員新任者研修（平成 29 年４月 26 日 参加者 18 名）

・ネットワーク会議の開催（支援センター・地域振興課職員対象２回開催：参加者のべ 60 名）

・地域施設間連携に関する伴走支援（４区）

６ 共同オフィス事業 

・共同オフィスオープンミーテの実施（平成 29 年８月９日 参加：５団体）

７ 施設管理事業 

・来館者数：18,545 人（７月末時点 前年同月並）

・帰宅困難者対応研修の実施（共同オフィス入居団体企画による HUG 訓練）

８ 協働の推進 

・協働契約ガイドブック作成のための検討会の開催
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主な意見交換内容 

（委員）先ほどの自主事業団体の抱える課題について、市民活動支援センターとしてどのよう

に考えているのか。

（市民セクターよこはま）ＮＰＯは自主事業に取り組むことと行政との協働事業に携わること

の２つが特に重要であると感じているおり、それを発信し続けていきたいと思っている。 

若い方が団体に定着し、生活をしていくために、行政からの委託などといった大きな事業に

頼るのではなく、自主事業をいくつも立ち上げていくことが重要となる。 

また、行政との協働に携わることは、ＮＰＯにとって単に財源を得るというだけでなく、提

言などをする大きな機会になるというメリットもある。それだけでなく、折衝を経験すること

で、ＮＰＯと行政双方が磨かれて育ちあうので、協働を進めることで様々な課題解決に繋がる

のではないかと思っている。 

更に今年度は支援センター事業の関連事業として、スキルアップ道場というものをやること

にしている。通常の提案事業は枠組みが決まっていて、そこに合わせることが求められるが、

今回の提案事業では自分らの活動のミッションに合ったものを提案することができるので、と

ても良いと思う。 

（委員）共同オフィス入居団体の持つスキル・ノウハウを繋げて、施設管理におけるＨＵＧ訓

練を行ったのがとても印象に残った。そこにも反映されているように、市民活動支援センター

は市内の色々な情報に精通していて、意見を聞ける場を作るなどコーディネートがうまくでき

ていると思っている。ただ、そこに満足せずに、あえて個人のスキルを高めて目標を定め、資

格を取りに行くという動機はどこにあるのか。 

（市民セクターよこはま）ボランティアコーディネーター２級や１級の取得過程で必要となる

ＮＰＯ支援や社会変革について体系的に学び、いま一度足元を見直すということをしたいと思

った。普段何気なく対応していることが正しかったという裏付けなどにもなり、学ぶことが整

理に繋がることを実感している。また、ファンドレイザーの試験では、コンサルタントスキル

なども必要になってくる。様々な相談対応をする際に、なんとなくの口伝や経験に基づくもの

ではなく、きちんとした知識を持ち、自信を持って対応できるようにするために必要ではない

かと考えた。 

（委員）市民活動支援センターそのものとして、一般利用者や個人の方とのやり取りはどのよ

うにしているのか。 

（市民セクターよこはま）事業担当の常勤職員と窓口担当の非常勤担当職員と分けているが、

事業担当も１週間に一度は窓口を担当するようにし、利用者との接点を持てるようにしている。 

また、担当を分けることで仕事が効率的に進む部分もあるが、縦割りになってしまう弊害も

あるので、２週間に１回の全員会議を設け、利用者から聞いた情報などで気になったことなど

を共有している。それにより、事業の効率化と、利用者にとって居心地の良い施設とすること

の両立ができていると感じている。 
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（委員）それによって利用する団体の幅が広がったり、利用者が増えたりしているのか。 

（市民セクターよこはま）８年前に引き継いだときは年間４万人程度が利用する施設だったが、

現在は５万６千人程度が利用するようになっている。５年目あたりで一度増加が鈍化した時期

もあったが、色々な対策を立てることで再び増加傾向となっている。６万人まではいけるので

はないかと思っているので、今後頑張っていきたい。 

（委員）区版市民活動支援センターとの関係がずっと課題だが、神奈川区では地域づくり大学

校などを通じて、区版市民活動支援センターと区民の距離が埋まり、改善されたと感じている。

区の担当者を含めて変わり、大変よくなったと思っている。感謝している。 

（委員）再度、具体的にいかに自主事業団体と課題を共有して、大きな声にしていくかという

双方の協力関係や連携・繋がりなどを聞きたい。 

（市民セクターよこはま）自主事業団体からも相談をいただいていて、事業をどうやって進め

ていくかの意見交換や、課題と思う点などについても率直に伝え、個別に対応している。ただ、

センターとして、１つの事業に寄り添い、手取り足取りというのも難しいので、何か協力が欲

しい時や相談があった際に全力で対応するスタンスで支援をしている。 
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した
課
題
解
決
が
ま
す
ま
す
推
進
され
る
よ
う、
そ
の
あ
と押

しを
して
い
くこ
とを
全
体
の
方
針
とし
ま
す
。 

大
都
市
横
浜
に
お
い
て
、こ
れ
を
実
現
して
い
た
め
に
は
、市

域
・区
域
の
中
間
支
援
機
能
を
も
つ
組
織
や
、 

先
進
的
・開
拓
的
に
事
業
に
取
り組

む
活
動
団
体
との
連
携
が
重
要
とな
る
こと
か
ら、
相
互
に
協
力
し合

うよ
うな
関
係
構
築
を
さら
に
推
し進

め
ま
す
。 

ま
た
各
事
業
は
、目

的
や
ね
らい
、実

施
プ
ロセ
ス
や
手
法
、成

果
指
標
や
そ
の
結
果
を
わ
か
りや
す
く可
視
化
す
る
こと
に
よ
り、
社
会
的
イン
パ
クト
を
生
み
出
す
事
業
推
進
を
図
りま
す
。 

さら
に
は
、職

員
が
多
様
な
主
体
を
つ
な
げ
て
い
く力
量
を
つ
け
て
い
くこ
とを
目
指
し、
外
部
研
修
・内
部
研
修
を
充
実
させ
、人

的
な
組
織
基
盤
強
化
を
図
りま
す
。 

管
理
運
営
：
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
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Ⅱ
．
個
別
の
事
業
計
画

 

１
．
相
談
事
業

 ラ
イ
ン
ナ
ップ

地
域
や
社
会
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
主
体
的
に
取
り組

む
市
民
活
動
・地
域
活
動
団
体
が
数
多
くあ
る
中
で
、立

上
げ
直
後
で
運
営
に
慣
れ
て
い
な
い
団
体
、 

活
動
を
継
続
して
い
て
も
ま
だ
運
営
・活
動
が
安
定
して
い
な
い
団
体
も
多
くあ
りま
す
。そ
こで
、本

年
度
は
様
々
な
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
・仕
組
み
を
よ
り充

実
させ
ま
す
。 

ま
た
さま
ざ
ま
な
支
援
組
織
との
連
携
を
図
る
こと
で
、よ
り体

系
的
に
団
体
を
サ
ポ
ー
トで
き
る
セ
ン
ター
を
目
指
しま
す
。 

名
称

 
内
容

 特
徴

 
対
象

 
今
年
度
特
に
取
り組

む
こと

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

1）
日
常
的
な
相
談
対
応

・団
体
運
営
の
悩
み
や
、こ
うあ
りた
い
とい
う思

い
に
寄
り添

い
、日

常
の
相

談
に
対
応
しま
す
。

・専
門
相
談
の
み
な
らず
通
常
の
相
談
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約

す
る
こと
を
お
勧
め
し
、必

要
な
情
報
を
準
備
し
た
上
で
、利

用
頂
け
る
よ
う、

ご
案
内
方
法
や
周
知
方
法
に
つ
い
て
見
直
しま
す
。

主
に
市
民
活
動
団

体
（
窓
口
来
館
の
か

た
・電

話
・メ

ー
ル

等
、
広
く一

般
の
方

含
む
）

 

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
問
合
せ
フォ
ー
マ
ット
を
作
成
し
、よ
り多

くの
人
に

相
談
頂
け
る
よ
うに
しま
す
。

・団
体
お
よ
び
個
人
の
相
談
受
付
カー
ドの
改
訂
を
行
い
ま
す

具
体
的
に
は
、 イ
ン
テ
ー
ク・
コー
デ
ィネ
ー
ト・
クロ
ー
ジ
ン
グ
の
手
順

と留
意
事
項
を
記
載
した
上
で
、全

体
研
修
・Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
ね

相
談
対
応
の
基
本
形
が
身
に
付
くよ
うに
しま
す
。

65
件

/月
あ
た
り 

（
昨
年
度
：

61
件

/月
）

 
4
月
：

47
件

 
5
月
：

65
件

 
6
月
：

63
件

 
7
月
：

65
件

 
良
い
ペ
ー
ス

 

専
門
相
談

 
2）

-管
理
者
に
よ
る
予
約
制

相
談

 

団
体
運
営
や
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
問
題
・課
題
に
つ
い
て
は
、マ
ネ
ジ
メン
ト経

験
が
必
要
な
こと
か
ら、
毎
月

1
日
、責

任
者
に
よ
る
相
談
日
を
設
定
し、
複
雑

な
状
況
の
相
談
に
つ
い
て
、対

応
しま
す
。 

市
民
活
動
団
体
、地

域
活
動
団
体
、
企

業
、大

学
、行

政
等

 

・2
01

6
年
度
の
実
施
を
も
とに
、チ
ラシ
に
相
談
の
例
を
入
れ
込
む

な
ど、
専
門
相
談
の
ハ
ー
ドル
を
さげ
る
工
夫
を
行
い
ま
す
。

責
任
者
等
に
よ
る

 
相
談
日
を
月

1
回
設
定

 
各

 5
件

/月
あ
た
り 

 
(昨
年
度
：

4.
7
件

) 

4~
6
月

12
件

 
7
月

5
件

 
8
月

6
件

 

専
門
相
談

 【
新
規
】 

3）
-中
間
支
援
組
織
との

連
携
に
よ
る
予
約
制
相
談

 

横
浜
市
内
の
主
な
中
間
支
援
組
織
に
対
し
て
連
携
を
働
き
か
け
、協

働
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。各

分
野
に
長
け
た
中
間
支
援
組
織
団
体
が
団
体
の
悩

み
に
寄
り添

い
、様

々
な
角
度
か
らア
ドバ
イ
ス
を
行
うこ
とで
、自

組
織
の
運

営
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
え
る
こと
が
で
き
る
よ
うサ
ポ
ー
トし
ま
す
。 

市
民
活
動
団
体
、地

域
活
動
団
体
、
企

業
、大

学
、行

政
等

 

・今
年
度
新
た
な
取
組
み
とし
て
、年

度
前
半
は
各
組
織
との
調
整

に
あ
た
りま
す
。

・本
事
業
を
通
じた
連
携
に
よ
り、
中
間
支
援
同
士
の
生
き
た
情
報

の
流
通
、相

談
対
応
力
ア
ップ
、広

が
りの
あ
る
コー
デ
ィネ
ー
トを
意

識
した
相
談
対
応
を
行
い
ま
す
。

月
1
回
の
相
談
日
を
設
定

 
9
月
調
整

 
10

月
以
降
実
施
予

定
 

※
や
や
遅
れ
気
味

専
門
相
談

 
4）

-税
理
士
に
よ
る
無
料
相

談
 

・日
常
の
会
計
処
理
、N

PO
会
計
基
準
に
則
った
決
算
書
類
の
作
り方

な
ど、
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
場
とし
て
利
用
す
る
こと
が
で
き
ま
す
。

・5
月
よ
り毎

月
1
回
開
催
・１
日
当
た
り３

団
体
の
相
談
を
受
付

➀
13
：

00
~

13
：

40
（

40
分
）
②

14
：

00
~

14
：

40
（

40
分
）

③
15

:0
0~

15
:4

0 
（

40
分
）

会
計
に
関
す
る
様
々

な
疑
問
や
悩
み
を
お

持
ち
の

N
PO
法
人
、

市
民
活
動
団
体

 

相
談
会
を
利
用
され

た
団
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど、
共

催
の
「N

PO
法
人
税
理
士
に
よ
る
公
益
活
動
サ
ポ
ー
トセ
ン
ター
」

とさ
らに
連
携
し
、満

足
度
の
高
い
相
談
会
とな
る
よ
う工

夫
して
実

施
しま
す
。 

27
件

 
（
昨
年
度
：

21
件
）

 
5-

8
月
で

8
件

目
標
値
の

80
％
程
度
達
成

専
門
相
談

 
5
）

-ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制

度
 

・1
回
の
相
談
時
間
：

2
時
間
程
度
。

・ア
ドバ
イザ
ー
料
：

5,
00

0
円
（
初
回
）

・税
理
士
や
社
会
保
険
労
務
士
とい
った
、ア
ドバ
イ
ザ
ー
が
団
体
の
事
務
所

に
直
接
出
向
き
、約

2
時
間
か
け
て
丁
寧
な
ア
ドバ
イ
ス
を
行
な
うた
め
、団

体
の
様
々
な
悩
み
や
困
りご
とに
対
応
で
き
ま
す
。

会
計
税
務
や
労
務
に

関
す
る
様
々
な
疑
問

や
悩
み
を
お
持
ち
の

N
PO

法
人
、
市
民

活
動
団
体

 

「よ
こは
ま

N
PO

会
計
塾
」や
「よ
こは
ま

N
PO

労
務
塾
」を
受
講

し
て
得
た
知
識
を
、実

際
に
組
織
内
で
取
り入

れ
る
際
の
実
践
導

入
とし
て
も
活
用
で
き
る
こと
を
周
知
して
い
き
ま
す
。 

8
件

 
（
昨
年
度
：

7
件
）

 
現
在

3
件

 
良
い
ペ
ー
ス

 

専
門
相
談

 
6）

-資
金
調
達
お
うえ
ん
チ
ー

ム
に
よ
る
相
談

・日
本
政
策
金
融
公
庫
・横
浜
市
信
用
保
証
協
会
・横
浜
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
ター
・市
民
局
の

4
者
の
チ
ー
ム
で
、融

資
に
関
す
る
お
悩
み
に
対
応

しま
す
。

資
金
調
達
に
お
悩
み

の
団
体

 
引
き
続
き
、月

1
回
の
相
談
日
を
設
定
し、
さま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
、多

様
な
方
法
で
周
知
を
図
って
い
き
ま
す
。 

10
件

 
（
昨
年
度
：

7
件
）

 
4
件

 
良
い
ペ
ー
ス
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２
．
情
報
の
提
供
・発
信
事
業

 ラ
イ
ン
ナ
ップ

 
市
民
活
動
や
地
域
活
動
に
関
わ
る
情
報
や
企
業

CS
R
に
関
わ
る
情
報
、こ
れ
らを
後
押
しす
る
大
学
・行
政
か
らの
情
報
を
市
民
へ
わ
か
りや
す
い
形
で
発
信
す
る
「市
民
活
動
情
報
メデ
ィア
」 

とし
て
の
意
識
を
持
ち
、情

報
紙
、イ
ン
ター
ネ
ット
・S

NS
、施

設
内
を
活
用
し、
情
報
発
信
を
して
い
き
ま
す
。ま
た
、活

動
団
体
に
は
よ
り活

動
に
応
用
しや
す
い
か
た
ち
で
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う、

 
情
報
の
編
集
に
力
を
入
れ
ま
す
。さ
らに
活
動
潜
在
層
に
対
して
も
、関

心
を
持
つ
機
会
を
広
げ
る
た
め
、積

極
的
に
外
部
メデ
ィア
と連

携
し、
告
知
方
法
を
工
夫
しま
す
。 

区
分

 
名
称

 
内
容

 特
徴

 
対
象

 
今
年
度
特
に
取
り組

む
こと

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

紙
媒
体
に
よ
る

情
報
発
信

 
1
）
情

報
紙

「a
ni

m
at

o」
 

今
後
重
要
と思

わ
れ
る
課
題
や
、市

民
活
動
団
体
に
とっ
て
の
関
心
ご
と

を
視
野
に
い
れ
て
テ
ー
マ
を
検
討
し、
年

3
回
発
行
しま
す
。 

市
民
活
動
団
体
が
よ
り幅

広
い
視
野
で
活
動
で
き
る
手
助
け
とな
る
よ
う、

ま
た
ま
だ
活
動
し
て
い
な
い
方
々
に
は
、市

民
活
動
や
地
域
に
根
付
い
た

活
動
の
意
義
を
感
じ取

って
い
た
だ
け
る
よ
う、
工
夫
しま
す
。 

①
市
民
活
動
団

体
②

活
動
潜
在
層

の
一
般
市
民

各
号
で
納
ま
りき
らな
か
った
内
容
は
、当

セ
ン
ター

H
P
に
て
公
開
し
、よ
り深

く内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う、
い
わ
ゆ
る
デ
ィレ
クタ
ー
ズ
カッ
ト版

を
執
筆
・公
開

して
い
き
ま
す
。 

・年
3
回
発
行

8
月
発
行
予
定
どお
り 

イ
ン
タ
ー
ネ
ット

に
よ
る

情
報
発
信

2)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
着
情
報
は
メー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や

fa
ce

bo
ok

と連
動
し
て
発
信
し
、講

座
へ
の
申
込
機
能
を
実
装
す
る
こと
で
ス
ム
ー
ズ
に
参
加
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
す
。初

め
て
ア
クセ
ス
して
い
た
だ
い
た
方
に
は
、市

民
活
動
に
興
味
を

持
って
い
た
だ
け
る
よ
うに
、活

動
者
に
は
、「
ここ
に
来
れ
ば
情
報
が
得
ら

れ
る
」と
思
って
い
た
だ
け
る
よ
うに
、H

P
を
運
営
して
い
き
ま
す
。 

市
民
活
動
団
体
、

市
内

N
PO
法
人
、

行
政
機
関
。 

よ
り見

や
す
い

H
P
を
目
指
して
、ト
ップ
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イン
を
見
直
しま
す
。ま
た
当

セ
ン
ター
主
催
の
イベ
ン
トや
講
座
へ
の
申
込
機
能
を
付
け
加
え
ま
す
。

・1
日
平
均
ア
ク
セ

ス
数
：

70
0
ペ
ー

ジ
ビュ
ー

（
昨
年
度
：

61
3

ペ
ー
ジ
ビュ
ー
）

平
均
ア
ク
セ
ス
昨
年
度

並
み
か
ら
改
善
せ
ず

 

3)
チ
ャ
ン
ネ
ル

an
im

at
o【
新
規
】

情
報
紙

an
im

at
o
の
取
材
の
様
子
や
、「
お
し
ゃ
べ
り

an
im

at
o」

（
案
）

(団
体
・企
業
等
が
つ
な
が
る
き
っか
け
とな
る
トー
クイ
ベ
ン
ト)

 
等
を
動
画
で
撮
影
し
、収

録
し
た
内
容
を
編
集
後
に
配
信
し
て
い
き
ま

す
。配

信
は
当
セ
ン
ター

H
P
と

fa
ce

bo
ok
ペ
ー
ジ
内
を
予
定
して
い
ま

す
。 

市
民
活
動
団
体
、

N
PO

法
人
、活

動
者
に
向
け
て
配
信
。 

市
民
活
動
団
体
の
話
を
気
軽
に
聞
く機
会
とし
て
、動

画
で
撮
影
し、
収
録
した
内

容
を
編
集
後
に
配
信
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
取
り組

み
を
得
意
とす
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
門
等
と連

携
し、
市
民
活
動
を
応
援
す
る
メデ
ィア
とな
る
こと
を

目
指
しま
す
。 

・年
3
回
以
上
配

信
ト
ラ
イ
ア
ル
撮
影
・編

集
済
み

「つ
な
が
りの

ま
ち
づ
く

りフ
ォー
ラ
ム
」配
信
予

定
11
月

4)
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

an
im

at
o 

pi
co

市
内
で
実
施
され
る
市
民
活
動
の
イベ
ン
トや
助
成
金
情
報
を
、よ
り多

く
の
方
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、配

信
希
望
の
方
、当

セ
ン
ター
ス
タッ
フと
名

刺
交
換
させ
て
い
た
だ
い
た
方
へ
月
に
一
度
メー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
ま

す
 

同
上

 
配
信
され
た
メー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
情
報
は
、当

セ
ン
ター

H
P、

fa
ce

bo
ok

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し、
よ
り多

くの
方
に
届
け
て
い
き
ま
す
。 

・年
12
回
配
信

予
定
どお
り発

行
 

5）
Fa

ce
bo

ok
当
セ
ン
ター
イ
ベ
ン
ト情

報
や
、開

催
後
の
レ
ポ
ー
トを
写
真
と共

に
掲
載

し
ま
す
。H

P
や
メー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と連

動
す
る
こと
で
、多

くの
方
に
情
報
を

届
け
られ
る
よ
うに
しま
す
。 

同
上

 
事
業
担
当
者
に
よ
る
レ
ポ
ー
トな
ど、
文
章
の
み
で
な
く写
真
や
動
画
を
掲
載
し、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。「
チ
ャン
ネ
ル

an
im

at
o」
と連

動
し、
気
軽
に
市
民

活
動
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、興

味
を
持
って
い
た
だ
く機
会
を
増
や
しま
す
。 

・平
均

40
0
ペ
ー
ジ

ビュ
ー
（
昨
年
度
：

30
0
ペ
ー
ジ
ビ
ュ

ー
）

月
平
均

45
0
リー
チ

 

施
設
内
の
情

報
発
信

 
6
）

Zo
om

y 
IN

!!
の
運
営

（
5
階
入
り口

の
掲

示
板
）

施
設
利
用
者
が
一
番
目
に
入
りや
す
い
、入

口
に
最
新
の
情
報
や
話
題

の
ニ
ュー
ズ
な
どを
掲
示
しま
す
。 

市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
を
、お
伝
え
す
る
とと
も
に
、施

設
の
あ
た
た
か

な
雰
囲
気
づ
くり
を
行
い
ま
す
。 

施
設
利
用
者

 
・最
新
の
市
民
活
動
に
関
連
す
る
ニ
ュー
ス
・新
聞
記
事
な
どを
掲
示
しま
す
。

・利
用
者
とセ
ン
ター
職
員
が
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
き
っか
け
とな
る
よ
う、
作
成

に
工
夫
を
凝
らし
ま
す
。

2～
3
回
更
新

/月
 
月

1～
2
回
更
新
実

施
 

7）
市
民
活
動
情
報

コー
ナ
ー
の
運
営

（
4
階
）

・市
民
活
動
・ボ
ラン
テ
ィア
に
関
す
る
雑
誌
を
配
架
し
ま
す
。ま
た
、話

題
の
書
籍
な
ども
購
入
し、
配
架
しま
す
。

・他
地
域
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
ター
の
情
報
誌
な
どを
配
架
しま
す
。

同
上

 
利
用
者
が
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、来

館
時
に
多
くの
情
報
を
得
られ

る
よ
うに
、活

用
し
や
す
い
よ
うな
配
架
方
法
や
掲
示
内
容
に
つ
い
て
さら
に
工
夫
を

行
い
ま
す
。 

１
回
更
新

/月
 

月
1
回
更
新
実
施
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3．
市
民
活
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業

 ラ
イ
ン
ナ
ップ

 
マ
ネ
ジ
メン
ト支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、さ
らに
支
援
メニ
ュー
を
分
か
り易

く提
示
す
る
こと
で
、団

体
が
抱
え
る
課
題
や

状
況
に
適
した
支
援
メニ
ュー
が
選
び
や
す
くな
る
よ
う工

夫
しま
す
。 

名
称

 
内
容

 特
徴

 
対
象

 
今
年
度
特
に
取
り組

む
こと

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

1）
N

PO
法
人
運
営

基
礎
力
ア
ップ
講
座

※
旧
名
：
知
っト
クセ
ミナ
ー

・「
法
人
事
務
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュー
ル
」「
総
会
の
開
催
手
順
」

「所
轄
庁
へ
の
届
出
」な
ど

N
PO

法
人
とし
て
必
要
な
諸
手
続
き
や
、総

会
運
営
な
ど、
事

務
全
般
に
つ
い
て
知
識
を
身
に
着
け
る
こと
で
、安

定
した

N
PO

法
人
運
営
を
目
指
しま
す
。

立
上
げ
中
ま
た
は
、立

上
げ

後
間
も
な
い

N
PO
法
人

 
（

N
PO

法
人
の
事
務
に
つ

い
て
学
び
た
い
方
）

 

N
PO

法
人
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
合
わ
せ
て
講
座
を
開
催
す

る
だ
け
で
な
く、
講
座
で
の
内
容
を
窓
口
相
談
等
で
も
活
用
し
、

情
報
提
供
で
き
る
よ
うに
取
り組

み
ま
す
。 

・2
月
開
催
予
定

・定
員

30
名

2
月
予
定

 

2）
N

PO
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

セ
ミナ
ー
【新
規
】

・「
助
成
金
申
請
の
書
類
作
成
・プ
レ
ゼ
ン
」や
「行
政
・企
業
等

との
協
働
」等
に
お
い
て
身
に
着
け
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

合
い
ま
す
。

支
援
者
や
協
働
相
手
との
間
で
発
生
す
る
や
りと
りに
お
い
て
知

って
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト（

作
法
や
考
え
方
）
を
身
に
着
け
る
こと

で
、団

体
や
活
動
者
自
身
の
渉
外
ス
キ
ル
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
を

目
指
しま
す
。

支
援
者
や
協
働
相
手
との

よ
り
よ
い
関
係
構
築
を
図

り、
団
体
の
活
動
を
さ
ら
に

展
開
させ
て
い
き
た
い
市
民

活
動
団
体

 

※
20

17
年
度
新
規
事
業

・8
月
開
催
予
定

・定
員

20
名

同
様
の
内
容
を
「行
政
へ
の
提
案

力
ス
キ
ル
ア
ップ
道
場
」と
し
て
、協

働
事
業
とし
て
実
施
の
た
め
、本

研
修
は
フォ
ロ
ー
ア
ップ
研
修
とし
て

3
月
に
実
施
予
定
。 

3）
会
計
・税
務
に
関
す
る
講
座

「よ
こ
は
ま

N
PO

会
計
塾

基
本
の
キ
！
」

簿
記

3
級
レ
ベ
ル
の
講
座
で
基
礎
知
識
を
得
、活

動
計
算
書
と

い
った

N
PO

法
人
独
特
の
会
計
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
き

ま
す
。 

会
計
知
識
を
身
に
つ
け
る
の

は
これ
か
らと
い
う、
会
計
初

学
者
向
け

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
クを
取
り入

れ
な
が
ら、
受
講
生
同
士
が
楽
し
く学

び
合
い
、講

座
が
終
わ
った
後
も
情
報
交
換
で
き
る
よ
うな
関
係

づ
くり
を
目
指
しま
す
。 

・4
回
連
続
講
座
（
単
独
受
講

不
可
）

・定
員

25
名

・6
月
下
旬
～

7
月
中
旬
に
開
催

予
定

（
昨
年
度
：

23
名
）

終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト

88
.5
点

 
1
回
平
均

20
.7

5
名

 

4）
労
務
に
関
す
る
講
座

「よ
こは
ま

N
PO

労
務
塾
」

労
務
の
考
え
方
や
全
体
像
を
知
り、
具
体
的
な
管
理
の
仕
方
や

必
要
な
手
続
き
を
学
ん
で
い
くこ
とが
で
き
ま
す
。 

ま
た
、講

座
と当

日
、実

際
に
労
務
で
悩
ん
で
い
る
こ
とに
つ
い

て
、短

時
間
の
個
別
相
談
が
で
き
ま
す
。 

労
務
が
初
め
て
の
方
、こ
れ

か
らさ
らに
整
備
し
て
い
き
た

い
とい
う団

体
向
け

 

い
き
い
き
と働

け
る
職
場
づ
くり
を
め
ざ
し
、労

務
管
理
の
基
礎
を

学
び
つ
つ
、労

務
を
身
近
に
感
じて
も
らえ
る
よ
うな
講
座
とな
る

よ
う、
プ
ログ
ラム
を
さら
に
工
夫
しま
す
。 

・2
月
開
催
予
定

・定
員

30
名

2
月
予
定
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4．
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
事
業

  
ラ
イ
ン
ナ
ップ

 

市
民
活
動
団
体
、地

域
活
動
団
体
、自

治
会
町
内
会
、大

学
研
究
者
、企

業
、行

政
の
さま
ざ
ま
な
セ
クシ
ョン
な
どと
、幅

広
い
主
体
が
つ
な
が
り合

え
る
よ
う、

 
多
様
な
取
り組

み
を
行
い
ま
す
。3
年
目
とな
る
パ
ブ
リッ
ク★

ス
クー
ル
に
つ
い
て
は
、引

き
続
き
ネ
ット
ワ
ー
ク構

築
事
業
の
各
事
業
と連

動
させ
て
、実

施
しま
す
。 

今
年
度
は
、N

PO
・企
業
・行
政
・大
学
な
ど多

様
な
主
体
が
枠
を
超
え
て
有
機
的
に
つ
な
が
り、
互
い
を
磨
き
合
う「
ダイ
ヤ
モ
ン
ドプ
ロジ
ェク
ト」
を
新
規
に
打
ち
出
し、

 
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
りづ
くり
の
場
とし
て
「お
しゃ
べ
り

an
im

at
o」
（
仮
称

) 
、互

い
の
ニ
ー
ズ
を
共
有
しマ
ッチ
ン
グ
を
図
る
「パ
ー
トナ
ー
シ
ップ
・ミ
ー
テ
ィン
グ
」を
実
施
しま
す
。 

名
称

 
内
容

 特
徴

 
対
象

 
今
年
度
特
に
取
り組

む
こと

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

1）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェク
ト

-お
し
ゃ
べ
り

an
im

at
o(
仮

)
【新
規
】


メ
イ
ン
とな
る
市
民
活
動
団
体
を
設
定

(認
定
・指
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
パ
ー
トナ
ー
シ
ップ
・ミ
ー
テ
ィン
グ
参
加
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と連

動
)し
、そ
の
団
体
の
応
援
に
つ
な
が
る
よ
うな

団
体
や
企
業
・大
学
な
どに
呼
び
か
け
ま
す
。


時
宜
に
か
な
った
テ
ー
マ
や
情
報
紙
ア
ニ
マ
ー
トと
も
連
動
さ

せ
、ト
ピッ
クを
設
定
して
開
催
しま
す
。

ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り合

う場
づ
くり
を
目
指
しま
す
。 

人
数
は

10
名
～

1５
名
（
最
大
）
程
度
とし
、展

開
に
よ
って

は
、「
よ
こは
ま
市
民
パ
ブ
リッ
ク★

ス
クー
ル
」に
つ
な
げ
ま
す
。 

市
民
活
動
団
体
、

N
PO

法
人
、地

域
活
動
団
体
、

自
治
会
町
内
会
、大

学
研

究
者
、企

業
、行

政
職
員

 
（
想
定
）

 

取
り組

ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェク
トの
詳
細
報
告
や
お
互
い
の
悩
み

の
共
有
な
ど、
相
互
に
ア
ドバ
イ
ス
、意

見
交
換
し
な
が
ら多

様
な
主
体
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り合

い
、互

い
に
貢
献
し
合
うよ
う

な
関
係
づ
くり
の
き
っか
け
とし
ま
す
。 

この
こと
に
よ
り、
自
団
体
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
か
った
よ
うな
問

題
に
つ
い
て
、新

た
な
ヒン
トが
得
られ
た
リ、
協
働
や
協
業
の
パ

ー
トナ
ー
が
見
つ
か
った
りす
る
こと
で
、社

会
的
イ
ン
パ
クト
に
つ

な
が
る
ダ
イ
ナ
ミッ
クな
事
業
運
営
の
後
押
し
とな
る
こと
を
目
指

しま
す
。 

・年
３
回
以
上
開
催
（
予
定
）

第
1
回
：

 
10

/2
1[

Fa
ce

 T
o 

fa
ce

]と
し
て

SD
G

s
を
テ
ー
マ
に
実
施
予
定

 

2）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェク
ト

-パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ップ
・

ミー
テ
ィン
グ

20
15
年
度
か
ら、
神
奈
川
県
と共

催
して
い
る
企
業
・N

PO
・

大
学
の
マ
ッチ
ン
グ
事
業
を
、引

き
続
き
共
催
で
実
施
しま
す
。 

企
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
マ
ッチ
ン
グ
事
業
の
実

現
に
資
す
る
企
画
とし
ま
す
。 

同
上

 
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
って
は
、「
お
し
ゃべ
り

an
im

at
o」
と連

動
させ

、出
会
い
と学

び
合
い
を
作
る
場
を
つ
くり
、地

域
や
社

会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
マ
ッチ
ン
グ
に
結
び
つ
け
られ
る
よ
うに

しま
す
。 

・年
1
回
開
催

8/
7
実
施
済
み

 5
9
名
参
加

 

3）
よ
こは
ま
市
民
パ
ブ
リッ
ク

★
ス
ク
ー
ル
の
実
施

市
民
活
動
団
体
・N

PO
法
人
へ
の
調
査
結
果
を
も
とに
、テ
ー

マ
を
設
定
し、
意
見
交
換
を
実
施
、市

民
に
よ
る
政
策
提
言
を

目
指
しま
す
。今

年
度
は
、「
区
域
の
市
民
活
動
支
援
」を
テ
ー

マ
に
、意

見
交
換
会
等
を
実
施
しま
す
。

ま
た
、新

た
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
他
の
事
業
と連

動
させ
、ま
た

必
要
に
応
じ、
設
定
しま
す
。

地
域
活
動
団
体
、

N
PO

法
人
、各

区
の
市
民
活
動

支
援
セ
ン
ター
職
員
、セ
ン

ター
担
当
職
員
等

テ
ー
マ
を
所
管
す
る
行
政
セ

クシ
ョン
の
職
員
（
予
定
）

 検
討
を
進
め
る
に
あ
た
って
は
、市

民
活
動
支
援
セ
ン
ター
支

援
事
業
に
お
け
る
各
区
セ
ン
ター
へ
の
調
査
とも
連
動
させ
、調

査
結
果
を
参
考
に
しな
が
ら、
今
後
の
区
域
の
市
民
活
動
支
援

に
つ
い
て
、よ
り議

論
を
深
め
て
い
け
る
よ
うに
進
め
て
い
き
ま
す
。 

・2
回
～

4
回
程
度
×
２
～

3
テ
ー

マ
程
度
開
催
（
予
定
）

区
支
援
セ
ン
タ
ー
ヒア
リ
ン
グ
・分
析

後
12
月
～

1
月
に
実
施
予
定

 

4）
協
働
を
テ
ー
マ
とし
た

フォ
ー
ラ
ム

20
17

20
16
年
度
に
実
施
した
地
域
の
事
例
を
知
る
た
め
の
団
体
訪

問
・ヒ
ア
リン
グ
や
昨
年
実
施
した
「み
ん
な
の
協
働
フォ
ー
ラム
」

の
成
果
を
も
とに
、協

働
事
例
に
つ
い
て
、企

業
や
行
政
とと
も
に

考
え
、学

び
合
う、
参
加
型
の
フォ
ー
ラム
を
目
指
しま
す
。 

市
民
活
動
団
体
、地

域
活

動
団
体
、
自
治
会
町
内

会
、
大
学
研
究
者
、
企

業
、行

政
職
員

 

開
催
に
あ
た
って
は
、市

域
・区
域
の
中
間
支
援
機
能
を
持
つ

団
体
等
と連

携
し、
企
画
・実
施
しま
す
。 

・年
１
回
開
催
予
定

11
/1
「つ
な
が
りの

ま
ち
づ
くり
フ
ォ

ー
ラ
ム
」と
し
て
実
施
予
定

 

5）
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
 横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィア

セ
ン
タ
ー
との
連
携

定
例
会
議
を
年

2
回
程
度
実
施
し、
情
報
交
換
や
互
い
の
事

業
の
広
報
協
力
、関

東
圏
で
震
災
が
起
こっ
た
際
の
市
民
活
動

団
体
の
連
携
や
当
セ
ン
ター
の
役
割
な
どに
つ
い
て
話
し合

い
、

信
頼
関
係
を
積
み
上
げ
、相

互
補
完
関
係
を
さら
に
進
め
ま

す
。ま
た
災
害
ボ
ラン
テ
ィア
ネ
ット
ワ
ー
ク会

議
主
催
の

D
IG
訓

練
に
参
加
しま
す
。 

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ

ン
タ
ー
、
横
浜
市
市
民
局

市
民
活
動
支
援
課

横
浜
市
ボ
ラン
テ
ィア
セ
ン
ター
と連

携
し、
発
災
時
の
、役

割
分

担
等
に
つ
い
て
、お
互
い
の
も
って
い
る
情
報
や
経
験
な
どを
も
と

に
、見

直
し・
確
認
して
い
き
ま
す
。 

・横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
と

年
2
回
の
定
例
会
議
を
開
催
。

・2
月
開
催
予
定
の

D
IG
訓
練
に

参
加
。

秋
お
よ
び

2
月
に
開
催
予
定
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5．
各
区
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

 ラ
イ
ン
ナ
ップ

 
区
版
セ
ン
ター
支
援
事
業
で
は
、従

来
、ネ
ット
ワ
ー
ク会

議
を
中
心
に
、お
互
い
の
情
報
交
換
や
学
び
合
い
を
通
じて
、中

間
支
援
力
の
向
上
に
取
組
ん
で
き
ま
した
。 

今
年
度
は
、各

セ
ン
ター
の
実
態
把
握
に
力
を
入
れ
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら、
現
状
に
則
した
、ま
た
中
長
期
的
な
視
野
で
中
間
支
援
力
向
上
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

6.
共
同
オ
フィ
ス
事
業

名
称

 
内
容

 特
徴

 
対
象

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

１
）
区
版
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
対
象
とし

た
調
査
の
実
施

【新
規
】

これ
ま
で
、ネ
ット
ワ
ー
ク会

議
等
を
通
じて
、各

セ
ン
ター
の
支
援
力
向
上
に
取
組
ん
で
き
ま
した
。そ
の
間
、区

に
お
け
る
新
た
な
方
針
や
事
業

展
開
、あ
る
い
は
経
験
を
積
ん
だ
職
員
の
入
替
り等

に
よ
って
、区

版
セ
ン
ター
の
状
況
が
変
化
して
き
た
こと
か
ら、
セ
ン
ター
の
現
状
把
握
に
向

け
た
訪
問
調
査
を
行
い
、今

後
の
セ
ン
ター
に
お
け
る
中
間
支
援
力
向
上
に
向
け
た
課
題
を
整
理
・検
討
しま
す
。 

18
区
区
版
セ
ン
ター

 
質
的
・量
的
手
法
を
も
とに
、1

8
区
対
象
に
訪
問
調
査
を
実
施

 
10
月

-1
1
月
ヒア
リン
グ
実
施

予
定

 

２
）
互
い
に
学
び
合
う

ネ
ット
ワ
ー
ク
会
議
の

実
施

18
区
全
て
の
支
援
セ
ン
ター
と地

域
振
興
課
職
員
を
対
象
とし
た
ネ
ット
ワ
ー
ク会

議
を
実
施
しま
す
。情

報
交
換
等
を
通
じて
、互

い
の
ノウ
ハ

ウ
や
運
営
の
工
夫
等
を
学
び
合
う場

とし
て
、年

4
回
程
度
開
催
しま
す
。

※
な
お
、初

回
は
、1

8
区
の
地
域
振
興
課
職
員
の
み
を
対
象
とし
て
、支

援
セ
ン
ター
の
運
営
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
とし
ま
す
。

・ 区
版
セ
ン
ター
職
員

・ 地
域
振
興
課
セ
ン
タ
ー
担
当

職
員

※
年
度
初
回
は
、地

域
振
興

課
職
員
の
み
対
象

年
4
回
程
度
開
催

 
2
回
開
催
済
み

 

３
）
各
区
の
支
援
セ
ン
タ

ー
の
中
間
支
援
力
向

上
を
目
指
し
た
伴
走
支

援 （
通
年
・希
望
区
）

 

神
奈
川
区
、港

北
区
、栄

区
、南

区
の

4
区
で
実
施
しま
す
。区

の
支
援
セ
ン
ター
が
コー
デ
ィネ
ー
ター
役
とな
り、
区
内
の
区
民
利
用
施
設

が
連
携
・協
働
し、
地
域
の
担
い
手
づ
くり
等
に
取
り組

ん
で
い
け
る
よ
う、
情
報
交
換
会
や
連
続
講
座
、ワ
ー
クシ
ョッ
プ
等
の
実
施
を
支
援
しま

す
。実

施
に
あ
た
って
は
、引

き
続
き
区
役
所
内
の
関
係
部
署
と区

の
支
援
セ
ン
ター
が
連
携
して
実
施
で
き
る
よ
うに
働
き
か
け
ま
す
。 

・
神
奈
川
区

・
港
北
区

・
栄
区

・
南
区

施
設
連
携
会
議
の
開
催

 
１
区
あ
た
り

1～
２
回
×
４
区

 
ほ
か
実
施
に
向
け
た
打
合
せ
等

 
合
計

10
回
程
度

 

予
定
どお
り実

施
中

 

４
）
教
育
委
員
会
と連

携
し
た
新
任
者
研
修

お
よ
び
フォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

各
区
支
援
セ
ン
ター
の
新
任
者
を
対
象
とし
た
新
任
者
研
修
（
４
～

5
月
頃
）
お
よ
び
フォ
ロー
ア
ップ
研
修
（
２
～

3
月
頃
）
を
教
育
委

員
会
と連

携
して
開
催
しま
す

 
各
区
支
援
セ
ン
ター
の
新
任
者

 
4~

5
月
：
新
任
者
研
修

 
2~

3
月
：
フォ
ロー
ア
ップ
研
修

 
予
定
どお
り実

施
 

5)
「セ
ン
タ
ー
運
営

Q
&

A
集
」の
更
新

ネ
ット
ワ
ー
ク会

議
で
の
内
容
や
、区

版
セ
ン
ター
を
対
象
とし
た
調
査
の
結
果
を
も
とに
、「
セ
ン
ター
運
営

Q
&

A
集
」を
更
新
しま
す
。

・ 区
版
セ
ン
ター
職
員

・ 地
域
振
興
課
セ
ン
タ
ー
担
当

職
員

新
ま
た
は
更
新
項
目

 
3～

4
程
度

 
年
度
末
実
施
予
定

 

6）
N

PO
設
立
講
座

の
開
催
支
援

各
区
との
共
催
で
、N

PO
法
人
設
立
講
座
を
開
催
しま
す
。各

区
の
セ
ン
ター
が
自
立
的
に

N
PO
の
運
営
に
資
す
る
講
座
・研
修
等
を
実

施
で
き
る
よ
う支

援
しま
す
。 

・ 区
版
セ
ン
ター
職
員

・ 地
域
振
興
課
セ
ン
タ
ー
担
当

職
員

3
区
を
目
安
に
実
施

 
瀬
谷
区

 終
了

 
磯
子
区

 秋
に
実
施
予
定
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入
居
す
る
団
体
同
士
の
学
び
あ
い
・育
ち
あ
い
が
進
む
場
づ
くり
・自
治
的
な
運
営
を
コー
デ
ィネ
ー
トし
つ
つ
、互

い
に
刺
激
し合

い
高
め
合
う共

同
オ
フィ
ス
を
目
指
しま
す
。 

内
容

 特
徴

 
開
催
目
標

 
成
果
（
半
期
振
り返

り）
 

実
施
す
る
こと

 
１
）
交
流
の
促
進

入
居
団
体
「ニ
ー
ズ
調
査
」を
実
施
し、
入
居
団
体
が
共
同
オ
フィ
ス
事
業
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
十
分
に
把
握
しま
す
。そ
の
結
果
を
入
居
団
体

と共
有
しつ
つ
、各

団
体
の
個
別
の
支
援
に
活
か
し、
共
通
課
題
に
つ
い
て
は
交
流
会
等
で
情
報
共
有
しま
す
。ま
た
、新

旧
入
居
団
体
の
交
流
を
深

め
、互

い
の
団
体
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
とし
て
、オ
ー
プ
ン
ミー
テ
を
開
催
しま
す
。 

2）
広
報
の
支
援

・
情
報
紙
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、F

ac
eB

oo
k
に
て
共
同
オ
フィ
ス
の
団
体
紹
介
を
行
い
ま
す
。

・
共
同
オ
フィ
ス
の
パ
ン
フレ
ット
に
つ
い
て
、内

容
を
検
討
し、
発
行
しま
す
。

・
団
体
情
報
や
活
動
内
容
に
関
す
る
広
報
を
支
援
しま
す
。（

当
セ
ン
ター
情
報
紙
発
送
の
際
に
、広

報
物
の
同
封
。）

3）
日
常
的
な
相
談
対
応
・情
報
提
供

・年
度
初
め

  
「オ
ー
プ
ン
ミー
テ
・活
動
紹
介
会
」

・年
度
途
中

  
「互
い
の
濃
い
交
流
に
つ
な
が
る
場
」

・年
度
終
わ
り 
「活
動
報
告
会
＆
卒
業
発
表
会
」

予
定
どお
り実

施
中

 

7.
施
設
管
理
事
業

当
施
設
の
利
用
者
数
は
安
定
的
に
推
移
して
お
り、
毎
月
平
均

4,
60

0
人
、年

間
5
万

50
00
人
を
超
え
る
方
が
利
用
され
て
い
ま
す
。 

多
くの
方
が
訪
れ
活
動
しや
す
く居
心
地
の
良
い
場
（
ハ
ー
ド面

）
で
あ
る
と同

時
に
、活

動
に
つ
い
て
相
談
し、
発
見
や
つ
な
が
りを
得
られ
る
な
ど、
市
民
活
動
の
拠
点
とな
る
場
（
ソ
フト
面
）
で
も
あ
る
よ
う、
引
き
続
き
機
能
の
充
実
を
図
りま
す
。 

内
容

 特
徴

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

１
）
職
員
の
相
談
対
応
力
の
さら
な
る
強
化

２
）
場
の
提
供

・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
トの
実
施
、ア
ン
ケ
ー
トで
要
望
の
あ
った
意
見
へ
の
対
応
、備

品
の
整
備
や
掲
示
物
の
見
直
し

・
「お
気
づ
き
箱
」と
利
用
票
へ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
取
組
み

・
ギ
ャラ
リー
コー
ナ
ー
の
運
営

・
N

PO
法
人
事
業
報
告
書
閲
覧
コー
ナ
ー
の
運
営

・
１
階
エ
ン
トラ
ン
ス
の
ホ
ワ
イト
ボ
ー
ドを
活
用
し、
一
目
で
わ
か
る
情
報
を
発
信

・
「利
用
の
ご
案
内
」や
「セ
ン
ター
パ
ン
フレ
ット
」の
更
新
・改
訂

・
整
理
整
頓
、清

掃
の
徹
底
（
全
職
員
で
施
設
内
・備
品
等
の
クリ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
）

３
）
危
機
管
理
（
災
害
に
対
応
マ
ニ
ュア
ル
の
更
新
、感

染
症
予
防
研
修
、A

ED
研
修
等
）

・年
間
利
用
者
数
：

57
, 0

00
人

（
20

16
年
度
実
績

  
 人

）
・ワ
ー
クシ
ョッ
プ
広
場
：
公
開
講
座
や
イベ
ン
ト等

の
開
催
で
、

月
24
コマ
以
上
利
用

  
  

・ギ
ャラ
リー
コー
ナ
ー
：
年
間

15
団
体
・機
関
以
上
利
用

・利
用
者
目
線
に
立
った
接
遇
：
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト接

遇
評
価

（
４
段
階
評
価
）

3.
8 

（
前
年
度

3
.6
） 

・危
機
管
理
に
関
す
る
研
修

3
回
程
度

・利
用
者
数

4
月
：

45
34
人

5
月
：

46
02
人

6
月
：

47
98
人

7
月
：

46
11
人

W
S
広
場
コ
マ
数

4
月
：

13
5
月
：

19
6
月
：

20
7
月
：

20
8
月
：

25
ギ
ャラ
リー
：

3
団
体

・ア
ン
ケ
ー
ト

10
月
実
施
予
定

・H
U

G
訓
練

1
回
実
施
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8.
協
働
の
推
進

20
17
年
度
は
、「
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
つ
な
が
りの
ベ
ー
ス
づ
くり
」の
検
証
や
認
定
・指
定

N
PO
法
人
ネ
ット
ワ
ー
ク会

議
に
お
い
て
も
、よ
り対

等
な
協
働
が
各
セ
クタ
ー
間
で
進
む
よ
う、
積
極
的
に
問
題
を
共
有
し、
課
題
解
決
に
向
け
て
動
き
ま
す
。 

内
容

 特
徴

 
開
催
目
標

 
成
果

(半
期
振
り返

り)
 

１
）
協
働
事
業
に
対
す
る
意
識
を
一
層
醸
成
す
る
役
割
を
市
民
活
動
支
援
課
お
よ
び
地
域
活
動
推
進
課
と連

携
して
進
め
ま
す
。

・
協
働
契
約
ガ
イド
ブ
ック
の
協
働
作
成

 【
新
規
】

・
市
内
認
定
・指
定

N
PO
法
人
設
立
や
ネ
ット
ワ
ー
クづ
くり
へ
の
協
力

２
）
各
区
で
開
催
す
る
講
座
等
の
取
り組

み
へ
の
協
力

・
N

PO
法
人
設
立
講
座
や
市
民
活
動
団
体
の
運
営
に
関
わ
る
講
座

・協
働
契
約
ガ
イド
ブ
ック
の
完
成

・N
PO
設
立
講
座
：

3
区
程
度

協
働
契
約
の
当
事
者
参
加
で
検

討
会

4
回
予
定
、開
か
れ
た
意
見

出
し
の
機
会
予
定

 
・2
区
で
開
催
予
定

9.
自
主
事
業
団
体
との
連
携
お
よ
び
協
力

自
主
事
業
団
体
と運

営
事
業
団
体
との
対
話
の
場
を
設
け
、お
互
い
の
経
験
・事
業
・ノ
ウ
ハ
ウ
を
理
解
し合

い
、共

感
で
き
る
信
頼
関
係
を
築
き
ま
す
。 

内
容

 特
徴

 
開
催
目
標

 
成
果
（
半
期
振
り返

り）
 

１
）
実
施
事
業
を
よ
り多

くの
方
に
周
知
して
い
た
だ
くた
め
、当

セ
ン
ター
の
情
報
媒
体

(発
送
物
同
封
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

)か
ら積

極
的
に

情
報
発
信
しま
す
。

2 
) 
必
要
に
応
じて
、事

業
に
参
加
・協
力
し合

い
ま
す
。 

3 
) 
運
営
事
業
団
体
と自

主
事
業
団
体
間
で
、事

業
の
進
捗
や
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、意

見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。 

意
見
交
換
会
：

1
回
程
度

 
11
月
予
定
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